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曽木町の寒い朝
自宅の庭の一風変わった氷柱を

投稿いただきました
引き続き皆様からの写真をお待ちしています！
詳しくはホームページまたは議会事務局まで
お問い合わせください。

林しげるさん（曽木町）撮影
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議案番号 議決結果
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議第81号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議第82号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第83号 否決 × × × × × × × × × × × × × × × × ×

議第84号 可決 × ○ ○ ○ ― × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

議第85号 可決 ○ ○ ○ ○ ― × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

議第86号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第87号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第88号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第89号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第90号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第91号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第92号 可決 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

議第93号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議第94号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ×

議第95号 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第96号 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

議第97号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第98号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第99号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第100号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第５回定例会には、平成28年度補正予算関係２件、条例関係21件、人事案件２件、その他の案件４件の合計29件
が市長から上程されました。今定例会に上程されました予算関係、条例関係、その他の案件の27件は、各常任委員
会に付託され、12月12日～13日、16日に審査し、本会議において、原案のとおり可決しました。人事案件２件に
ついては、２日目に採決をし、原案のとおり同意しました。
本会議での採決状況及び結果につきましては、下記のとおりです。

○：賛成　×：反対　※：除斥

土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り
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議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第81号 平成28年度土岐市一般会計補正予算（第３号） 補正額 331,773千円　　　　　　　

議第82号 平成28年度土岐市国民健康保険特別会計補正予算
（第１号） 補正額 42,384千円　　　　　　　

議第83号 土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手
当に関する条例の一部を改正する条例について 市議会議員の期末手当の額を改定するため

議第84号 土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の一
部を改正する条例について 常勤の特別職職員の期末手当の額を改定するため

議第85号 土岐市職員の給与に関する条例等の一部を改正す
る条例について

国家公務員の給与改定に準じて、職員の給与等を
改定するため

議第86号 土岐市職員の分限に関する条例の一部を改正する
条例について 地方公務員法の一部改正等に伴うもの

議第87号
土岐市地方活力向上地域における固定資産税の不
均一課税に関する条例の一部を改正する条例につ
いて

地域再生法の一部改正に伴うもの

議第88号 土岐市認定こども園条例について 土岐市立幼保連携型認定こども園を設置するため

議第89号 土岐市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進
委員の定数を定める条例について

農業委員会等に関する法律の一部改正に伴い、
土岐市農業委員会の委員及び農地利用最適化推
進委員の定数を定めるため

議第90号 土岐市コミュニティセンターの設置及び管理に関
する条例の一部を改正する条例について

土岐市コミュニティセンターの使用料の額を改
定するため

議第91号 土岐市斎苑美しが峰の設置及び管理に関する条例
の一部を改正する条例について 土岐市斎苑美しが峰の使用料の額を改定するため

議第92号 土岐市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部
を改正する条例について 廃棄物の処理手数料等の額を改定等するため

議第93号
土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐の
設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
について

土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐
の使用料の額を改定するため

議第94号 土岐市美濃焼伝統産業会館設置及び管理に関する
条例の一部を改正する条例について

土岐市美濃焼伝統産業会館の使用料の額を改定
するため

議第95号 土岐市三国山キャンプ場設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例について

土岐市三国山キャンプ場の使用料の額を改定す
るため

議第96号

土岐市立陶磁器試験場・セラテクノ土岐の設置及
び管理に関する条例及び土岐市立陶磁器試験場・
セラテクノ土岐使用料及び手数料徴収条例の一部
を改正する条例について

土岐市立陶磁器試験場・セラテクノ土岐の施設
使用料の額等を改定するため

議第97号 土岐市準用河川占用料等徴収条例及び土岐市法定外
公共物の管理条例の一部を改正する条例について

準用河川の流水占用料等の額及び法定外公共物
の占用料等の額を改定するため

議第98号 土岐市都市公園条例の一部を改正する条例について 土岐市総合公園及び敷島公園の使用料の額を改
定するため

議第99号 土岐市防災センターの設置及び管理に関する条例
等の一部を改正する条例について

土岐市防災センター等の使用料の額を改定する
ため

議第100号 土岐市立学校施設使用条例の一部を改正する条例
について

学校施設の目的外使用に係る使用料の額を改定
するため

平成28年 第 5 回 定 例 会 報 告
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議案番号 議決結果
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議第101号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長

議第102号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第103号 可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第104号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第105号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第106号 可決 ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第107号 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第2号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

諮第3号 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（第1常任委員会）
土岐市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条
例について
質疑 今回の改正でどれくらい増額になるのか。
答弁 ４月に遡り、来年３月までの総額は、3316
万５千円程度の増額になる。

討論 特別職の期末手当同様、使用料、手数料の改正
条例が提案されている中、市民感情からも理解が得ら
れないことを職員にも考えてもらいたいため、この条
例には反対する。

討論 特別職は引き上げるべきでないが、職員は、民
間の給与にも影響するため、これを守る必要があり、
この条例に賛成する。

土岐市認定こども園条例について
質疑 濃南こども園の幼稚園部を希望されている
方は、何人位か。

答弁 入園申し込みはまだであるが、希望調査の
段階で２名把握している。

討論 保育料、利用料の額は、規則に委任するの
ではなく、条例で定める必要があると考え、こ
の条例には反対する。

△のうなん保育園

土岐市職員の分限に関する条例の一部を改正する条例
について
質疑 失職の例外から、公務執行中の文言を削除した理由は。
答弁 ボランティア、消防団活動等での事故について
も、情状を考慮し処分を決定することとした。

土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り

5

議案番号 議　案　名 議案の主な内容

議第101号 土岐市公民館設置及び管理に関する条例の一部を
改正する条例について 公民館の使用料の額を改定するため

議第102号 土岐市文化プラザの設置及び管理に関する条例の
一部を改正する条例について 土岐市文化プラザの使用料の額を改定するため

議第103号 土岐市体育館設置及び管理に関する条例等の一部
を改正する条例について スポーツ施設の使用料の額を改定するため

議第104号 土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐の
指定管理者の指定について 土岐市陶磁器卸商業協同組合の指定

議第105号 土岐市美濃焼伝統産業会館の指定管理者の指定に
ついて 美濃焼伝統工芸品協同組合の指定

議第106号 土岐市三国山キャンプ場の指定管理者の指定につ
いて 鶴里町総合開発推進協議会の指定

議第107号 土岐市どんぶり会館の指定管理者の指定について とき窯元共販協同組合・株式会社アルファポイ
ント共同企業体の指定

諮第2号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める
ことについて 大橋重保さんの推薦同意

諮第3号 人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める
ことについて 加藤泰幸さんの再推薦同意

委員会報告
土岐市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部を改正する条例について
質疑 今回の改正でどれくらい増額になるのか。
答弁 86万２千円程度の増額になる。
討論 使用料、手数料の改正条例が提案されている
中、議員の期末手当の改定は、市民感情からも理解が
得られないと考えこの条例には反対する。

土岐市常勤の特別職職員の給与に関する条例の
一部を改正する条例について
質疑 今回の改正でどれくらい増額になるのか。
答弁 19万２千円程度の増額になる。
討論 議員の期末手当同様、使用料、手数料の改
正条例が提案されている中、市民感情からも理
解が得られないと考えこの条例には反対する。

平成28年度土岐市一般会計補正予算（第３号）
質疑 経済対策臨時福祉給付金給付事業について、
何人を給付対象者として想定しているのか。

答弁 １万３千人を想定して予算積算している。
質疑 地籍調査事業について、今回の調査地区を含
め、全体の何％が完了予定か。

答弁 現在が全体の17％程度であり、今回の地区を
含めると18％程度となる。

△地籍調査のようす
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（第2常任委員会）

土岐市産業文化振興センター・セラトピア土岐の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
質疑 使用料の値上げが、最大1.75倍であるが、その根拠は。
答弁 部屋の平米単価、時間単価より算出しており、原則100％受益者にご負担いただくものである。
質疑 類似施設の料金との比較検討を実施したか。
答弁 大ホールの平米当たり、時間当たりの単価を比較検討した結果、改正後は土岐市が4.39円。多治見市産
業文化センターが2.59円。瑞浪市産業廃棄物振興センターが11.42円であった。

討論 大幅な値上げであり、値上げ後の半分の料金で民間施設を借りることができ、民間施設へ利用者が移るこ
とからこの条例改正には反対する。

平成28年度土岐市一般会計補正予算（第３号）
質疑 駅前広場整備事業の繰越明許費について、繰越明許としたことで事業の遅れはないのか。
答弁 全体の工程に遅れが生じることはないと考えている。
質疑 セラトピア土岐指定管理料の債務負担
行為補正について、使用料の値上げにより、
使用料収入の減少が考えられるが、指定管理
料への影響は。

答弁 指定管理者募集の際、使用料の値上げ
を見込んでおり、指定管理料が影響を受ける
旨通知済みである。
また、最終年度に運営ができない場合、予算
を追加する可能性がある。

土岐市公民館設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例について
質疑 生涯学習館のスポーツ室は４時間以内2060
円で使用していたが、改定後はどの区分に該当し、
４時間使用した場合の金額は。

答弁 生涯学習館のスポーツ室は150㎡以上の区分
に該当し、１時間400円であることから４時間使用
した場合は1600円となる。

土岐市体育館設置及び管理に関する条例等の一部を
改正する条例について
質疑 突出して増額となった使用料は。
答弁 アリーナの使用料でアマチュアスポーツ以外
に使用する場合で1.36倍の区分があるが、平均では
1.18倍である。

△スポーツセンター（アリーナ）△生涯学習館

土 岐 市 議 会 だ よ り土 岐 市 議 会 だ よ り
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委員会報告

土岐市斎苑美しが峰の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例について
質疑 使用料の値上げにより、民間施設の利用がより多くなることが予想されるが、どのような見解か。
答弁 斎場を利用する際、民間施設使用料金に当施設使用料が更に加算されてしまう場合があることから、利
用率を下げない為に、実質値下げをした。

質疑 利用者を増やすために、市独自の葬儀について見解は。
答弁 建設時に比べ昨今は民間サービスの充実により環境が変
わっており、行政が果たす役割は低くなってきているが、なく
せない施設である。

討論 土岐市に生まれ、死ぬまで土岐市にいれば、その全員が
受益者であるが、子どもから死ぬまで全て値上げであり行政と
してこれでいいのかとの思いから、この条例改正には反対する。

土岐市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について
質疑 ごみの有料化について段階的に上げるという考えはなかったのか。
答弁 段階的な値上げでは他市からのごみの流入は変わらない。また、ごみ
の減量化、資源化の意識改革も併せもっている。

質疑 ごみ１袋の処理費用は。
答弁 過去３年間の試算では、一般廃棄物では１キロ当たり約26円の処理経
費がかかり、１袋７、８キロになる場合がある。

質疑 粗大ごみのシールの販売はごみ袋を販売しているところで行うのか。
答弁 現段階では市役所、支所等で販売することになっているが、市民が買い求めやすいよう対応していきたい。
質疑 紙おむつの廃棄について、赤ちゃん、障がいのある方など弱者の方に対する対策を講ずる考えはあるか。
答弁 一般廃棄物として搬出をお願いしたい。
討論 指定ごみ袋の有料化については、大方の市民も認めると思われるが、執行部の説明不足もあり、上げ幅
もかなり大きいことからこの条例改正には反対する。

※附帯決議とは・・・可決された案件に対して、要望や留意事項を付すもの

※附帯決議
市民生活に影響を与えるとともに、本市財政の現状を鑑み、

１、将来の焼却施設建設に向けて基金を創設すること。

１、報道等により市民の混乱への謝罪、市民への丁寧な説明及びごみ減量化の意識向上のため住民説明会

　　を開催すること。

１、家庭ごみ有料化に関し市民に負担を求めるだけでなく、広告収入等新たな収入確保に努めること。

１、１年間の住民説明の結果を踏まえ、再度有料化の検証をすること。

１、産業廃棄物の改定については、周知期間が短く地場産業に与える影響を考慮し激変緩和措置を講ずる

　　こと。

以上のとおり策を講ずるよう求める。

△美しが峰
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小関　祥子山田　正和

◆
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て

　

土
岐
市
で
は
俳
優
の
「
酒
井
敏
也
氏
」

と
、
も
の
ま
ね
タ
レ
ン
ト
と
し
て
テ
レ
ビ

等
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
神
奈
月
氏
」
の

２
名
が
平
成
26
年
に
観
光
大
使
の
任
命
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
土
岐
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
よ
り
ま
す
と
メ
デ
ィ
ア
に
出
演
さ

れ
る
際
に
、
土
岐
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
土
岐
市
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
、
土
岐
市
の
観
光
行

政
に
対
す
る
意
見
、
提
言
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
と
の
こ
と
で
す
。
近
隣
の
市
で

は
毎
年
の
よ
う
に
観
光
大
使
の
方
々
が
イ

ベ
ン
ト
等
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
委
嘱

式
以
降
、
何
か
観
光
大
使
の
皆
様
と
イ
ベ

ン
ト
等
を
行
わ
れ
て
き
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
今
後
の
観
光
大
使
へ
の
市
と
し

て
の
お
考
え
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
ご
ざ

い
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
観
光
大
使
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
そ
の
強
い
発
信
力
と
い
う
も
の
を
使
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
幅
広
い
日
々
の
活

動
の
中
で
焼
き
物
生
産
日
本
一
の
ま
ち
土

岐
市
を
は
じ
め
と
し
た
土
岐
市
の
魅
力
を

広
く
宣
伝
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
て
、

土
岐
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光
事
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
た
だ
い
て
お
る
と
考

え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
特
に
市
外
の
方
に
対

し
て
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
し
て
活
躍
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
は
雑
誌
な
ど
の

広
告
物
へ
の
出
演
も
考
え
交
渉
し
て
い
る

最
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
観
光
大
使
の
お
２

人
に
は
、
で
き
る
だ
け
メ
デ
ィ
ア
の
場
で

の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
も
の
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
市
内
の
各
イ
ベ

ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
も
本
来
な
ら
来
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
難
し
い
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
実
現
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
観
光
大
使
と
し
て
地
元
で
の
Ｐ

Ｒ
が
で
き
て
い
な
い
部
分
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

●
酒
井
氏
も
土
岐
市
で
生
ま
れ
、
家
業
は

製
陶
業
で
し
た
の
で
土
岐
市
の
た
め
何
か

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
お
っ
し
ゃ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
観
光
大
使
に
酒
井
氏
、

神
奈
月
氏
を
任
命
さ
れ
、
土
岐
市
の
観
光

ア
ピ
ー
ル
の
幕
開
け
と
な
っ
た
わ
け
で
す

の
で
、
観
光
対
策
と
し
て
こ
の
制
度
が
大

き
く
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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小関　祥子鈴木　正義

◆
学
校
に
お
け
る
い
じ
め
及
び
暴
力

行
為
の
問
題
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
問
題
行
動
調
査
の
結
果
が

文
部
科
学
省
よ
り
発
表
さ
れ
、
岐
阜
県
は

小
学
生
に
よ
る
暴
力
行
為
が
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
３
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
。

　
岐
阜
県
内
の
小
学
校
に
お
け
る
暴
力
行

為
は
６
７
９
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
千
人
当
た
り
の
発
生
件
数
に
換
算
し

た
６
・
１
人
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
３
と
し
て

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
苦
手
な
児
童
・
生
徒
は
増
加
傾
向
に

あ
り
、
特
定
の
児
童
・
生
徒
が
繰
り
返
し

行
為
に
及
ぶ
の
で
件
数
は
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
岐
阜
県
の
小
・
中
学
校
自
体
、
特

に
小
学
校
が
特
別
荒
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
分
析
し
て
い
る
。
休
み
時
間
も
含

め
て
学
校
で
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
の
様

子
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
小
さ
な
事

象
も
含
め
て
計
上
し
て
い
る
結
果
で
あ
る
。

　
岐
阜
県
の
い
じ
め
認
知
件
数
が
過
去
数

年
と
比
較
し
て
平
成
27
年
度
に
増
加
し
た

件
に
つ
い
て
。

　
心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
回
数
を
平
成

27
年
に
ふ
や
す
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、

さ
さ
い
な
兆
候
も
見
逃
す
こ
と
な
く
、
教

職
員
が
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
結
果
で
あ
る
。
市
内
で
も
、
心
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
回
数
を
ふ
や
し
て
、

教
職
員
の
目
が
行
き
届
き
、
い
じ
め
に
真

正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら

わ
れ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
い
じ
め
は
、
誤
っ
た
情
報
や
情
報
の
不

足
に
よ
る
不
安
感
な
ど
か
ら
も
助
長
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
に
正
し
い
情
報
を
与
え
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、

大
人
も
含
め
て
、
困
っ
て
い
る
人
に
優
し

い
一
言
が
か
け
ら
れ
る
、
そ
ん
な
土
岐
市

で
あ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

◆
防
災
無
線
の
管
理
に
つ
い
て

　
町
の
境
目
な
ど
の
放
送
環
境
で
ス
ピ
ー

カ
ー
の
方
向
や
設
置
位
置
、
建
物
な
ど
の

関
係
で
放
送
が
聞
こ
え
づ
ら
い
こ
と
に
つ

い
て
。

　
町
単
位
で
す
る
場
合
、
学
校
区
単
位
で

す
る
場
合
、
グ
ル
ー
プ
分
け
で
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
隣
接
の
町
単
位
で
伝
達
す
る
情
報
が
放

送
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
は
、
設
定
変
更
を
行

っ
て
両
町
内
と
も
の
放
送
が
入
る
よ
う
に

変
更
で
き
る
。

●
地
域
の
放
送
に
関
し
て
は
、
一
本
一
本

変
え
ら
れ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

小関　祥子小関　篤司

◆
土
岐
市
の
経
済
に
つ
い
て

　
地
元
雇
用
を
増
や
し
て
い
く
施
策
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
下
石
の
西
山
工
業
用
地
、
旧
鶴
里
小
学

校
、
曽
木
小
学
校
跡
地
、
市
内
に
点
在
す

る
用
地
へ
の
誘
致
活
動
を
継
続
す
る
。
イ

オ
ン
モ
ー
ル
進
出
予
定
で
大
き
な
雇
用
を

生
む
と
期
待
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
す
ぐ
に
撤
退
が
な
い
か
心
配
し

て
い
る
が
、
担
保
や
約
束
事
は
あ
る
か
。

　
こ
れ
は
担
保
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。

●
長
年
土
岐
市
で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
を

応
援
し
て
頂
き
た
い
。

　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
出
店
で
土
岐
市
駅
前

周
辺
の
中
心
市
街
地
の
経
済
的
影
響
は
。

　
駅
前
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
は
有
効
な
施

策
が
見
つ
か
ら
な
い
実
情
で
す
。
す
ぐ
に
大

き
な
影
響
が
出
な
い
と
い
う
認
識
で
す
。

　
プ
ラ
ズ
マ
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
の
オ
ー
ク

ワ
出
店
で
影
響
が
出
た
の
で
は
な
い
か
。

　
一
時
少
し
売
上
は
下
が
っ
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
、
も
と
以
上
に
増
え
た

と
い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。
大
き
な
影
響

が
あ
っ
た
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
土
岐
市
の
中
小
企
業
、
小
規
模
企
業
の

現
状
把
握
は
ど
う
か
。

　

陶
磁
器
業
界
か
ら
は
聞
い
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
事
業
者
か
ら
声
が
届
い
て
い
な

い
。
悪
く
な
い
印
象
を
持
っ
て
い
る
。

　
県
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
条

例
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
（
市
長
）
企
業
、
個
人
事
業
者
の
努
力

が
一
番
肝
心
。
共
通
の
悩
み
を
解
決
す
る

場
、
研
修
・
研
究
が
出
来
る
支
援
策
で
、

今
後
も
頑
張
っ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

◆
土
岐
市
の
教
育
に
つ
い
て

　
通
学
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
危
険
箇
所

の
広
い
意
見
集
約
は
ど
う
か
。

　
地
域
見
守
り
隊
な
ど
１
０
０
％
集
約
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
貴
重
な
意
見
と
し
て

承
り
ま
す
。

　
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
は
災
害
時
広
域

避
難
所
と
な
り
、
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
市
長
）
財
源
、
国
の
補
助
も
上
手
に

使
っ
て
早
め
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
学
校
の
普
通
教
室
内
の
温
度
を
調
べ
た

り
、
規
則
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る
か
。

　
学
校
に
よ
っ
て
時
間
な
ど
取
り
組
み
が

違
う
が
、
温
度
管
理
は
し
て
い
る
。

●
全
市
統
一
的
な
基
準
を
持
っ
て
調
査
し

て
頂
く
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。

　
市
長
は
学
校
の
普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
ど
う
考
え
ま
す
か
。

　
優
先
度
と
し
て
エ
ア
コ
ン
は
ま
だ
低
い
。

た
だ
昨
今
の
地
球
温
暖
化
は
無
視
出
来
な

い
の
で
、
財
源
や
温
度
な
ど
を
研
究
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
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小関　祥子北谷　峰二

◆
英
語
教
育
に
つ
い
て

　
２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
３
年
生
か
ら

の
必
須
化
、
小
学
校
５
年
生
か
ら
の
教
科

化
が
実
施
さ
れ
る
が
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
役
割
は
。

　
小
学
校
５
年
生
・
６
年
生
に
お
い
て
そ

れ
ぞ
れ
年
間
35
時
間
授
業
を
行
っ
て
お
り

Ａ
Ｌ
Ｔ
が
指
導
助
手
と
し
て
10
時
間
程
度
、

学
級
担
任
と
一
緒
に
授
業
を
行
い
ネ
イ
テ

ィ
ブ
な
発
音
を
大
切
に
し
な
が
ら
児
童
と

共
に
活
動
を
し
、
主
に
聞
く
こ
と
、
話
す

こ
と
を
中
心
と
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
踏

ま
え
、
２
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
だ
け
で
土
岐
市
内

の
子
供
た
ち
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
で

き
る
の
か
。

　
国
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
お

も
て
な
し
」
を
英
語
で
し
よ
う
と
い
う
理

念
で
国
全
体
の
改
革
が
進
ん
で
い
る
。
Ａ

Ｌ
Ｔ
の
増
員
も
あ
る
が
、
小
学
校
の
英
語

科
全
面
実
施
が
32
年
で
あ
る
た
め
、
先
行

し
来
年
度
か
ら
３
年
指
定
で
英
語
教
育
を

テ
ー
マ
に
研
究
指
定
校
を
市
内
に
置
き
、

先
進
的
に
小
学
校
英
語
の
土
岐
市
版
を
考

え
教
員
の
指
導
力
向
上
も
同
時
並
行
で
行

い
、
市
と
し
て
英
語
教
育
の
全
面
実
施
に

対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
３
年
間
の
う

ち
に
行
い
た
い
。

◆
保
育
料
に
つ
い
て

　
多
子
軽
減
措
置
廃
止
に
つ
い
て
。

　
本
市
で
は
18
歳
迄
の
兄
弟
の
う
ち
第
３

子
以
降
の
お
子
様
が
保
育
園
を
利
用
す
る

場
合
４
分
の
１（
25
％
）を
軽
減
し
多
子
世

帯
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
た
。
今
回
使
用

料
・
手
数
料
の
全
庁
的
な
見
直
し
の
中
で

こ
の
制
度
を
廃
止
。
理
由
は
平
成
28
年
度

国
と
県
の
制
度
改
正
に
よ
り
本
市
は
こ
の

制
度
を
導
入
し
、
一
定
程
度
の
所
得
ま
で

の
世
帯
に
つ
い
て
は
多
子
軽
減
が
非
常
に

拡
充
さ
れ
た
こ
と
及
び
保
育
料
等
に
つ
い

て
は
色
々
議
論
が
出
て
い
る
応
能
・
応
益

負
担
の
見
直
し
。
こ
う
い
っ
た
考
え
方
を

基
本
と
し
て
本
市
単
独
の
多
子
軽
減
世
帯

の
制
度
廃
止
を
行
っ
た
。
説
明
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
反
省

し
、
年
明
け
か
ら
保
育
園
入
園
受
付
を
行

い
、
そ
の
中
に
前
ま
で
あ
っ
た
制
度
に
つ

い
て
は
こ
う
い
う
形
で
見
直
し
を
し
た
と

い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
最
終
的
に
は

保
育
料
を
決
定
す
る
際
に
も
案
内
と
し
て

周
知
を
さ
せ
て
頂
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

●
本
市
は
子
育
て
と
環
境
の
Ｐ
Ｒ
が
大
い

に
大
事
で
あ
る
。
土
岐
ヶ
丘
な
ど
開
発
が

進
み
若
い
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
制
度
廃
止
を
一
度
見
直
し
、

子
育
て
に
つ
い
て
、
保
育
料
に
つ
い
て
も

っ
と
も
っ
と
今
ま
で
以
上
に
本
市
の
魅
力

あ
る
施
策
を
望
む
。

小関　祥子水石　玲子

◆
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
視
触
診
の
必
要
性
を
伺
い
ま
す
。

　
今
年
度
よ
り
希
望
者
の
み
実
施
し
て
い

る
。

　
50
才
以
上
の
方
に
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
で
の
２
方
向
か
ら
の
撮
影
は
必
要
か
。

　
当
市
で
は
、
検
診
の
精
度
を
高
め
る
た

め
に
、
50
才
以
上
の
方
に
も
２
方
向
か
ら

の
撮
影
を
実
施
し
て
い
る
。
東
濃
５
市
も

同
様
で
す
。
今
後
、
厚
労
省
の
指
針
、
他

市
の
検
診
の
実
施
状
況
も
確
認
し
な
が
ら

受
診
者
の
安
全
に
配
慮
し
て
乳
が
ん
検
診

を
実
施
し
て
い
く
。

　
再
受
診
勧
奨
（
リ
コ
ー
ル
）
を
実
施
さ

れ
て
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

　
40
才
に
な
ら
れ
た
方
（
無
料
ク
ー
ポ
ン

の
対
象
者
）
が
３
６
０
人
み
え
、
こ
の
方

の
う
ち
、
９
月
下
旬
ま
で
に
乳
が
ん
検
診

を
受
け
て
い
な
い
３
２
２
人
を
対
象
に
、

今
年
度
初
め
て
再
勧
奨
の
通
知
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
43
人
の
方
が
受
診
さ
れ
た
の
で
、

一
定
の
効
果
は
あ
っ
た
と
思
う
。
今
後
も

受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
く
。

◆
が
ん
教
育
に
つ
い
て

　
市
内
の
小
・
中
学
校
で
の
が
ん
教
育
の

実
施
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
起
こ
る
病
気
の
一
つ
と
し
て
が
ん
を
取

り
上
げ
、
予
防
方
法
に
つ
い
て
学
習
し
、

年
間
、
小
学
校
で
５
時
間
、
中
学
校
で
７

時
間
実
施
し
て
い
る
。

　
文
部
科
学
省
が
、
が
ん
教
育
指
導
案
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
が
市
の
今
後
の
対
策
は
。

　
来
年
度
よ
り
、
土
岐
市
立
総
合
病
院
の

専
門
医
の
先
生
を
講
師
と
し
て
、
ま
ず
は
、

が
ん
に
特
化
し
た
教
員
研
修
の
位
置
づ
け

を
開
始
し
ま
す
。
そ
の
研
修
を
も
と
に
、

が
ん
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
き
た
い
。

◆
子
育
て
・
孫
育
て
に
つ
い
て

　
親
世
代
、
祖
父
母
世
代
で
異
な
る
子
育

て
の
方
法
を
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
世
代
間
の
子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
、
差
が
生
じ

て
く
る
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　
世
代
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
施
策
を

考
え
て
み
え
ま
す
か
。

　
県
が
発
行
し
て
い
る
孫
育
て
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
育
児
の
世

代
間
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
さ
ら
に
把
握
し
て
い
く
。

◆
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
必
要
性
に
つ
い
て

　
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
導
入
の
お
考
え
は
。

　
来
年
度
、
県
で
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
作
成

を
行
う
予
定
。
県
や
近
隣
市
の
動
向
に
注

視
し
対
応
し
て
い
く
。
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小関　祥子渡邉　隆

◆
地
域
医
療
構
想
と
公
立
病
院
改
革

　
総
合
病
院
経
営
と
医
療
体
制

　
28
年
の
経
営
現
況
、
常
勤
医
確
保
、
医

療
収
支
、
利
用
者
数
、
繰
入
金
等
に
つ
い

て
、
具
体
的
に
説
明
を
求
め
ま
す
。

　
医
業
・
経
常
収
支
率
上
昇
し
、
医
業
収

支
２
億
７
３
０
０
万
円
、
経
常
収
支
２
億

４
９
０
０
万
円
と
増
加
で
す
。
病
床
利
用

率
は
52
・
６
％
、
前
年
比
で
入
院
患
者
数

10
％
増
、
外
来
患
者
数
12
・
６
％
増
、
人

間
ド
ッ
ク
件
数
、
救
急
受
け
入
れ
人
数
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
医
師
確
保
に
つ
い
て

は
本
年
は
１
名
増
で
、
31
名
で
す
。
医
局

が
頼
り
で
厳
し
い
で
す
。
別
の
手
だ
て
で

内
視
鏡
検
査
医
を
採
用
し
ま
し
た
。
常
勤

医
不
在
も
あ
り
、
入
院
治
療
は
近
隣
病
院

に
お
願
い
し
、
医
師
確
保
と
診
療
体
制
保

持
に
全
力
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
在
の
総
合
病
院
の
位
置
付
け
、
役
割

を
考
え
る
中
で
、
地
域
医
療
構
想
と
い
う

観
点
で
公
立
病
院
改
革
（
＝
総
合
病
院
の

今
と
将
来
）
に
つ
い
て
策
定
委
員
会
で
の

検
討
が
あ
り
、
経
営
形
態
変
革
も
課
題
で

あ
り
、
病
院
事
業
管
理
責
任
者
で
あ
る
市

長
の
見
解
を
尋
ね
ま
す
。
全
部
適
用
へ
事

業
管
理
者
を
病
院
経
営
の
性
格
上
院
長
へ
、

と
い
う
点
か
ら
も
お
考
え
を
願
い
ま
す
。

　
病
院
経
営
、
改
革
に
つ
い
て
策
定
委
員

会
へ
諮
問
し
た
意
義
は
、
市
民
代
表
に
病

院
の
現
状
を
話
し
、
ど
う
い
う
方
法
が
あ

る
の
か
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
あ
り
ま

し
た
。
直
営
堅
持
（
＝
現
状
の
ま
ま
）
方

針
が
継
続
で
き
る
か
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

一
部
適
用
、
全
部
適
用
も
一
つ
と
っ
て
み

る
と
わ
か
り
ま
す
が
、
全
部
適
用
に
な
り

責
任
者
が
管
理
者
に
移
る
と
、
今
の
病
院

経
営
で
や
っ
て
く
れ
る
人
を
選
ぶ
の
は
難

し
い
。
こ
の
議
論
は
あ
ま
り
意
味
が
な
い

で
す
。
見
直
し
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
時

期
に
来
て
お
り
、
今
置
か
れ
て
い
る
立
場

と
し
て
は
、
一
つ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
起
こ
せ
る
と
踏

ん
で
い
ま
す
。

　
策
定
委
員
会
事
務
局
責
任
者
で
あ
る
部

長
へ
実
務
審
議
責
任
の
ご
認
識
を
問
う
。

　
現
状
の
病
院
機
能
、
経
営
形
態
に
関
す

る
課
題
を
整
理
す
る
と
、
医
師
確
保
、
繰

入
金
も
含
め
た
財
政
状
況
。
地
域
医
療
構

想
で
の
医
療
ニ
ー
ズ
と
病
床
機
能
の
ギ
ャ

ッ
プ
。
医
療
需
要
減
少
か
ら
の
検
討
、
病

院
事
業
を
今
後
継
続
し
た
場
合
の
損
益
の

動
き
等
で
す
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
と
、

１
．
最
適
経
営
形
態
、
２
．
医
師
確
保
を

円
滑
に
、
３
．
市
の
財
政
負
担
の
軽
減
、

適
正
な
繰
越
金
と
い
う
３
つ
の
論
点
と
な

り
、
市
と
し
て
整
理
す
べ
き
課
題
論
点
と

認
識
し
て
い
ま
す
。

小関　祥子水野　哲男

◆
農
福
連
携
の
推
進
に
つ
い
て

　
近
年
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
問
題
を
抱

え
て
い
る
地
方
に
お
い
て
、
医
療
、
福
祉
、

食
品
、
農
業
な
ど
の
各
分
野
を
連
携
さ
せ

た
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
高
齢
者
の
生
き
が
い
や
障
が

い
者
の
就
労
訓
練
、
あ
る
い
は
雇
用
の
場

と
し
て
、
農
業
の
可
能
性
が
改
め
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
担
い
手

の
高
齢
化
と
減
少
が
進
み
、
耕
作
放
棄
地

が
増
加
す
る
一
方
の
農
業
分
野
と
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
の
方
た
ち
の
働
く
場
を
求

め
る
福
祉
分
野
、
こ
の
両
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
問
題
解
決
に
向
け
た
活
動
と
し
て
注
目

さ
れ
る
「
農
福
連
携
」
の
推
進
を
、
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
お
聞
き
し
ま
す
。

　
（
福
祉
部
門
）
農
作
業
に
は
、
収
穫
か

ら
出
荷
ま
で
に
非
常
に
多
く
の
手
間
や
多

様
な
作
業
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
障
が
い
の

特
性
や
程
度
に
応
じ
た
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
就
労
に
向
け
た
体
力
・
精
神
面
で

の
訓
練
と
し
て
、
療
育
の
視
点
か
ら
も
非

常
に
有
意
義
で
あ
り
、
加
え
て
、
農
業
は

新
た
な
就
労
の
場
の
拡
大
に
つ
な
が
る
分

野
で
あ
る
と
期
待
し
て
い
る
。
土
岐
市
に

お
い
て
、
就
労
支
援
事
業
所
か
ら
農
作
業

の
就
労
支
援
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

農
業
担
当
部
局
と
連
携
し
対
応
し
て
い
く
。

ま
た
、
県
の
障
が
い
者
農
業
参
入
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
な
ど
の
施
策
を
紹
介
す
る
な
ど
、

障
が
い
者
施
設
と
の
橋
渡
し
な
ど
を
通
じ
、

農
福
連
携
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
（
農
業
部
門
）
農
福
連
携
に
関
し
て
は
、

農
業
者
側
か
ら
福
祉
側
に
期
待
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
て
、
担
い
手
の
不
足
を
補

う
労
働
力
の
確
保
、
あ
る
い
は
耕
作
放
棄

地
の
活
用
な
ど
が
上
げ
ら
れ
、
農
業
従
事

者
の
減
少
、
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
不
足

を
補
う
と
い
う
点
で
は
、
一
定
の
期
待
は

あ
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、
農
業
な
ら
で

は
の
作
業
の
平
準
化
が
難
し
い
こ
と
や
、

障
が
い
者
が
安
全
に
作
業
で
き
る
環
境
の

整
備
が
難
し
い
こ
と
な
ど
、
課
題
も
多
く

あ
る
。
今
後
、
福
祉
施
設
な
ど
か
ら
の
要

望
や
希
望
が
あ
れ
ば
、
福
祉
部
局
と
連
携

し
な
が
ら
、
農
業
委
員
会
や
新
た
に
設
置

さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
皆

さ
ん
の
力
を
借
り
て
、
農
福
連
携
の
推
進

に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
農
福
連
携
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
農
業

関
係
、
福
祉
関
係
の
各
々
の
情
報
を
集
約

し
、
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
と
も
行
政
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

農
福
に
限
ら
ず
、
横
断
的
な
政
策
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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小関　祥子楓　博元

◆
企
業
誘
致
に
つ
い
て

　
企
業
誘
致
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
税
収
の

増
加
、
定
住
人
口
の
増
加
は
。

　
ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
、
プ
ラ
ズ
マ
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
、
南
テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
３
か
所
の

税
収
と
し
て
は
、
固
定
資
産
税
な
ど
７
億

４
千
万
円
程
で
す
。
定
住
人
口
は
誘
致
企

業
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
２
年
間
で
１

４
１
世
帯
４
４
８
人
が
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
収
の
う
ち
個
人
市
民
税
が
４
千
万
円

と
少
な
い
が
、
移
住
希
望
社
員
へ
の
補
助

策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
特
定
の
企
業
の
従
業
員
の
み
に
対
す
る

優
遇
策
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

誘
致
用
の
用
地
が
少
な
く
な
っ
た
が
、

次
の
３
か
所
の
土
地
の
計
画
は
。

　
下
石
西
山
地
区
は
整
備
方
針
、
募
集
要

項
な
ど
詳
細
を
つ
め
て
い
ま
す
。
進
出
を

希
望
さ
れ
る
企
業
と
広
さ
な
ど
を
協
議
し

て
い
く
予
定
で
す
が
、
着
工
ま
で
に
は
３

年
程
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
定
林
寺
地

区
の
工
業
適
地
に
つ
い
て
は
、
県
に
対
し

て
基
本
設
計
の
補
助
要
望
を
行
っ
て
い
ま

す
。
肥
田
高
根
の
採
掘
跡
地
に
つ
い
て
は
、

課
題
が
多
く
、
再
利
用
は
難
し
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
テ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
土
岐
の
ま
ち
ゆ
い
の
評

価
と
新
し
い
切
り
口
は
。

　
ま
ち
ゆ
い
で
は
市
内
の
事
業
所
か
ら
多

く
の
出
品
を
頂
い
て
い
ま
す
が
、
目
標
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
市
内
へ
の
回
遊
の
取

り
組
み
と
し
て
、
産
業
面
で
は
日
本
一
の

焼
き
物
の
産
地
、
世
界
有
数
の
製
造
技
術

な
ど
も
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
健
康
面
で

陶
史
の
森
の
整
備
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
認
定
こ
ど
も
園
に
つ
い
て

　
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
計
画
年
度
を
公

表
で
き
な
い
か
。

　
平
成
27
年
３
月
に
策
定
し
た
土
岐
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
よ
り
進

め
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
な
実
施
時
期
、

地
区
は
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
実
施

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
対
応
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
つ
い
て
、
屋
内
屋
外
を
問

わ
ず
広
い
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
園

庭
の
芝
生
化
の
考
え
は
。

　
基
本
設
計
を
実
施
し
て
い
る
所
で
あ
り
、

具
体
的
な
施
設
内
容
は
こ
れ
か
ら
と
い
う

段
階
で
す
。
１
、
安
全
安
心
な
施
設　
２
、

園
児
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
施
設　
３
、
職

員
が
働
き
易
い
施
設　
４
、
環
境
に
配
慮

し
た
施
設　
５
、
管
理
コ
ス
ト
の
か
か
ら

な
い
施
設
を
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
設
計
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
園
庭
の
芝
生
化
も

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小関　祥子加藤　辰亥

◆
地
場
産
業
に
つ
い
て

　
工
業
・
窯
業
土
石
製
品
の
分
析
に
つ
い

て
。

　
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
本
市
に
お
い

て
も
産
業
別
で
は
卸
売
あ
る
い
は
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
第
３
次
産
業
の
構
成

割
合
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
陶
磁
器
産
業
を
含
む
製
造
業
、

あ
る
い
は
建
設
業
と
い
っ
た
第
２
次
産
業

と
い
う
も
の
は
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

第
２
次
産
業
で
あ
り
ま
す
工
業
全
体
の
分

析
で
す
が
、
長
引
く
経
済
の
低
迷
な
ど
も

影
響
し
ま
し
て
、
経
営
の
縮
小
や
雇
用
者

の
削
減
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
て
、
事
業
所

数
、
就
業
者
数
と
も
に
昭
和
55
年
を
ピ
ー

ク
に
減
少
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
24
年
で

は
、
従
業
者
数
が
ピ
ー
ク
時
の
45
％
ほ
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
製
造
品
出
荷
額
で
す
が
、
平
成
３

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
を
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
新
た
な
異
業
種
の
企
業
誘
致
を
進
め

て
き
た
結
果
、
近
年
や
や
持
ち
直
し
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
、
製
造
品
出
荷
額
の
ピ
ー

ク
で
あ
り
ま
し
た
平
成
３
年
に
は
窯
業
土

石
関
係
の
出
荷
額
が
約
75
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
に
は
こ
れ
が
54
・

４
％
に
な
り
ま
し
て
、
陶
磁
器
産
業
は
今

で
も
基
幹
産
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

他
の
業
種
の
伸
び
が
大
き
く
て
産
業
も
多

様
化
し
、
均
衡
あ
る
工
業
の
発
展
が
図
ら

れ
て
き
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
製
造
業
全
体
に
占
め
る
窯
業･

土
石
製
品
製
造
業
の
割
合
で
も
説
明
し
ま

す
。
昭
和
30
年
で
す
が
、
事
業
所
の
数
の

割
合
、
従
業
員
数
割
合
と
も
に
94
％
で
し

た
。
統
計
の
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
比
較
で

き
る
最
新
の
平
成
24
年
の
数
字
で
す
が
、

事
業
所
数
割
合
が
82
％
、
従
業
員
数
割
合

が
70
％
、
製
造
品
の
出
荷
額
割
合
は
54
・

４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
、

製
造
品
出
荷
額
の
割
合
が
５
割
程
度
に
な

っ
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
事
業
所

の
数
、
従
業
員
の
数
の
割
合
は
７
割
以
上

で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
や
は
り
本
市

は
窯
業･

土
石
製
品
の
陶
磁
器
産
業
が
基

幹
産
業
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
窯
業
界
に
お
い
て
も
、
事
業
所
の
数
が

減
っ
て
き
て
い
る
、
後
継
者
不
足
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
産
業
が
増
え

て
き
た
こ
と
、
第
３
次
産
業
の
サ
ー
ビ
ス

業
へ
国
全
体
の
就
業
状
況
が
変
遷
し
て
き

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
土
岐
市
に
お
い
て

も
そ
の
方
向
は
変
わ
り
が
な
い
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
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小関　祥子山内　房壽

◆
市
内
３
工
業
団
地
に
つ
い
て

　
各
工
業
団
地
造
成
時
の
上
水
道
・
下
水

道
事
業
費
の
市
の
負
担
は
。

　
工
業
団
地
で
開
発
区
域
内
に
お
け
る
水

道
施
設
の
市
負
担
の
事
業
費
は
、
配
水
管

は
、
事
業
者
の
負
担
で
施
工
し
て
お
り
、

負
担
し
た
費
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。
下
水
道

は
、
土
岐
ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
、
土
岐
南
テ

ク
ノ
ヒ
ル
ズ
は
公
共
下
水
道
の
整
備
が
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
負
担
し
た
金
額

は
あ
り
ま
せ
ん
。
土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ

ー
チ
パ
ー
ク
開
発
区
域
内
の
費
用
負
担
は

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
各
工
業
団
地
の
土
地
、
建
物
の
固
定
資

産
税
額
と
法
人
市
民
税
は
。

　
ア
ク
ア
シ
ル
ヴ
ァ
は
合
計
３
億
５
５
７

７
万
円
、
プ
ラ
ズ
マ
・
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

は
合
計
で
２
億
９
４
２
７
万
円
、
土
岐
南

テ
ク
ノ
ヒ
ル
ズ
は
合
計
が
５
２
９
８
万
円

で
す
。

◆
土
岐
口
開
発
に
つ
い
て

　
市
と
土
岐
口
財
産
区
と
の
関
係
は
。

　
特
別
地
方
公
共
団
体
で
、
市
と
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
運
営
し
て
い
る
組
織

で
す
が
別
の
団
体
で
あ
り
ま
す
。

　
土
岐
口
財
産
区
が
公
共
整
備
を
行
う
場

合
の
手
続
き
は
。

　
市
と
財
産
区
が
協
議
を
し
て
財
産
区
か

ら
の
繰
入
れ
を
受
入
れ
、
市
が
事
業
を
実

施
す
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

周
辺
道
路
新
設
事
業
（
国
委
託
工
事
）

で
10
億
円
の
債
務
負
担
行
為
補
正
が
提
案

さ
れ
て
い
る
が
財
産
区
と
の
費
用
負
担
割

合
は
決
定
し
て
い
る
の
か
。

　
国
委
託
工
事
国
道
19
号
を
ま
た
ぐ
、
橋

梁
部
分
工
事
費
10
億
円
の
う
ち
の
２
割
か

ら
３
割
を
市
の
負
担
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
土
岐
南
多
治
見
イ
ン
タ
ー
線
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
か
ら
橋
梁
部
分
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

路
概
算
費
約
10
億
円
の
負
担
は
。

　
新
た
に
そ
こ
に
つ
な
ぐ
政
策
的
な
道
路
、

い
わ
ゆ
る
南
イ
ン
タ
ー
の
ほ
う
か
ら
19
号

に
至
る
ま
で
の
道
路
は
市
の
負
担
と
い
う

よ
う
な
基
本
的
な
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
費
用
負
担
割
合
の
市
長
の
意
見
は
。

　
（
市
長
）
当
面
の
間
は
20
億
円
を
超
え
る

市
の
負
担
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
財
産
区
に
負
担
を
返
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
形
で
予
算
計
上
し
ま
す
。
最

終
的
に
は
負
担
は
開
発
事
業
者
に
い
た
だ

く
と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
り

非
課
税
地
域
で
あ
り
ま
す
の
で
、
分
割
で

ま
た
財
産
区
か
ら
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う

な
形
で
財
産
区
の
方
と
詰
め
て
お
り
ま
す
。

●
議
会
に
負
担
割
合
の
詳
細
な
説
明
を
要

望
い
た
し
ま
す
。

小関　祥子和田　悦子

◆
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

　
土
岐
市
高
齢
者
福
祉
計
画
の
中
で
健
康

寿
命
の
延
伸
を
図
る
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、

土
岐
市
に
お
い
て
健
康
寿
命
の
試
算
は
さ

れ
て
い
る
か
。

　
平
成
26
年
３
月
に
岐
阜
県
が
試
算
し
た

数
字
で
は
、
男
性
78
・
２
歳
、
女
性
83
・

９
歳
で
す
。

　
は
つ
ら
つ
元
気
塾
の
参
加
状
況
は
。

　
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
介

護
予
防
教
室
で
、
昨
年
度
か
ら
市
内
の
９

の
公
民
館
で
実
施
を
し
て
い
る
。
今
年
度

の
申
し
込
み
は
１
３
８
名
で
あ
っ
た
。

　
は
つ
ら
つ
元
気
塾
の
成
果
は
。

　
最
初
と
最
後
の
体
力
測
定
で
い
ず
れ
の

項
目
も
改
善
し
て
い
る
。
参
加
者
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
体
が
楽
に
動
く
よ
う

に
な
っ
た
な
ど
好
評
。
多
く
の
参
加
と
継

続
を
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
、
ま
た
そ
の
予

備
軍
の
実
態
は
。

　
土
岐
市
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査
に

よ
る
と
、
一
般
高
齢
者
で
８
・
８
％
、
介

護
認
定
者
26
・
８
％
が
該
当
し
ま
す
。

●
Ｄ
市
で
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
」

を
開
発
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
高
齢
者
の
介

護
予
防
に
取
り
組
み
、
効
果
を
あ
げ
て
い

る
。
土
岐
市
も
独
自
の
体
操
や
曲
を
つ
く

っ
た
ら
ど
う
か
。

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
に
19
名
が

応
募
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
後
、
サ
ポ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
は
。

　
今
年
度
は
初
級
編
27
名
、
中
級
編
21
名

が
受
講
、
修
了
さ
れ
て
い
る
。
中
級
修
了

者
の
う
ち
10
名
は
運
動
教
室
、
サ
ロ
ン
の

開
催
に
携
わ
っ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
４

名
は
今
後
、
市
主
催
の
介
護
予
防
教
室
の

サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
参
加
予
定
。

　
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
成

果
を
上
げ
る
に
は
何
が
ポ
イ
ン
ト
か
。

　
何
よ
り
、
高
齢
者
の
方
が
自
分
の
健
康

は
自
分
で
守
る
、
と
い
う
意
識
を
も
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

●
Ｄ
市
で
は
、
元
気
な
生
活
を
送
る
た
め

に
は
、
社
会
貢
献
を
し
て
い
る
人
、
い
な

い
人
の
10
年
後
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
自

立
度
）
や
生
存
率
の
デ
ー
タ
を
提
示
し
て

工
夫
し
て
い
る
。
土
岐
市
も
仕
掛
け
を
作

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
健
康
社
会
格
差
の
縮
小
に
つ
い
て

　
ど
の
よ
う
な
施
策
を
し
て
い
る
か
。

　
疾
病
の
早
期
発
見
の
た
め
、
各
種
の
が

ん
検
診
、
30
代
健
診
、
歯
周
病
検
診
を
実

施
。
節
目
年
齢
の
方
に
は
無
料
ク
ー
ポ
ン

の
交
付
、
交
通
弱
者
の
方
の
た
め
市
内
各

所
を
検
診
車
で
回
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会

を
利
用
し
情
報
発
信
し
て
い
る
。
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小関　祥子後藤　久男

◆
総
合
病
院
の
健
全
経
営
に
つ
い
て

　
全
国
７
６
４
公
立
病
院
経
営
赤
字
ラ
ン

キ
ン
グ
に
つ
い
て
「
あ
な
た
の
ま
ち
に
忍

び
寄
る
医
療
崩
壊
危
機
」
と
題
し
て
、
95

％
が
実
質
赤
字
、
今
後
は
閉
院
・
縮
小
と

な
り
、
総
合
病
院
は
５
６
９
番
目
に
赤
字

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
が
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
た
の
か
。

　
総
合
病
院
よ
り
ま
だ
悪
い
の
が
百
幾
つ

あ
る
と
い
う
の
は
驚
き
で
す
。
何
と
か
し

な
い
と
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
直

営
で
果
た
し
て
堅
持
が
で
き
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
は
非
常
に
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　
病
院
改
革
プ
ラ
ン
策
定
に
つ
い
て
、
今

回
の
土
岐
市
病
院
事
業
新
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
策
定
等
業
務
委
託
と
前
回
の
改
革

プ
ラ
ン
の
委
託
契
約
金
額
は
幾
ら
な
の
か
。

　
今
回
は
１
９
９
８
万
円
で
、
前
回
は
９

３
４
万
５
千
円
で
す
。

　

４
回
の
策
定
委
員
会
で
約
２
千
万
円
・

１
回
に
換
算
す
る
と
約
５
百
万
円
も
の
多

額
の
費
用
が
か
か
る
の
か
。

　
現
状
の
経
営
分
析
・
プ
ラ
ン
策
定
に
係

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
提
案
・
助

言
、
策
定
委
員
会
の
実
施
運
営
及
び
素
案

の
策
定
等
に
係
る
委
託
料
で
す
。

　
４
つ
の
視
点
①
地
域
医
療
構
想
を
踏
ま

え
た
役
割
の
明
確
化
②
経
営
の
効
率
化
③

再
編
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
④
経
営
形
態
の
見

直
し
、
と
し
て
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、

策
定
委
員
会
の
必
要
性
は
無
い
か
と
思
い

ま
す
が
。

　
４
つ
の
視
点
に
沿
っ
て
、
役
割
の
明
確

化
、
収
入
増
加
の
た
め
の
具
体
的
取
り
組

み
の
明
記
、
２
次
医
療
圏
内
等
で
の
再
編

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
講
じ
る
べ
き

措
置
、
経
営
形
態
の
見
直
し
の
推
進
の
記

載
で
、
あ
く
ま
で
も
視
点
で
方
向
性
を
示

し
て
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
策
定
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て
、
県
が

策
定
し
た
地
域
医
療
構
想
を
見
据
え
て
、

医
師
不
足
、
財
政
の
問
題
、
東
濃
医
療
圏

域
の
現
状
、
医
療
需
要
の
減
少
、
損
益
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
前
回
の
改
革
プ
ラ
ン

を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
維
持
・
経
営
は

困
難
で
あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
が
、

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
市
長
の
考
え
は
。

　
病
院
の
現
状
を
広
く
市
民
・
議
員
に
事

細
か
に
知
っ
て
い
た
だ
く
の
が
私
の
主
な

目
的
で
あ
り
、
ど
う
い
う
道
が
あ
る
か
方

向
性
を
示
し
て
も
ら
い
ス
テ
ッ
プ
を
示
す
。

　
総
合
病
院
の
修
繕
に
つ
い
て
、
28
年
が

経
過
し
空
調
の
修
繕
費
・
電
子
カ
ル
テ
の

更
新
費
用
並
び
に
病
院
建
設
の
予
定
は
。

　
空
調
25
億
円
・
電
子
カ
ル
テ
５
億
２
千

万
円
ほ
ど
か
か
る
。
病
院
の
建
て
替
え
は

具
体
的
な
計
画
は
な
い
。

小関　祥子小栗　恒雄

◆
給
料
値
上
げ
、
何
故
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

　
ご
み
袋
等
の
大
幅
な
値
上
げ
を
市
民
に

お
願
い
す
る
こ
の
重
要
な
時
期
に
、
市
長

は
自
分
の
給
料
の
値
上
げ
を
辞
退
す
る
こ

と
な
ど
の
、
市
民
に
対
す
る
配
慮
は
み
じ

ん
に
も
全
く
考
え
て
お
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

　
（
市
長
）
人
事
院
勧
告
に
従
っ
て
上
げ

る
の
が
筋
で
あ
り
ま
し
て
。
地
方
公
務
員

の
給
料
自
体
が
、
民
間
企
業
の
給
料
水
準

に
リ
ン
ク
し
て
お
り
、
市
の
職
員
の
給
料

を
き
ち
ん
と
上
げ
な
い
と
、
圏
域
全
体
の

給
料
ア
ッ
プ
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
組
合
と
の
交
渉
も

あ
り
ま
す
の
で
、
約
束
を
果
た
し
て
い
く

の
が
筋
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
官
公
庁
で
は
経
費
削
減
が
な
か
な
か
進

ま
な
い
の
が
現
状
で
す
。
土
岐
市
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
以
上
、
経
費
の
削

減
の
余
地
が
な
い
ま
で
努
力
が
あ
っ
て
こ

そ
、
初
め
て
ご
み
袋
等
の
大
幅
な
値
上
げ

を
市
民
に
お
願
い
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
本
来
な
ら
、
市
長
は
自
分

の
給
与
を
上
げ
る
ど
こ
ろ
か
、
自
分
の
身

を
削
っ
て
削
減
し
て
で
も
市
民
に
市
長
の

姿
勢
を
示
し
て
、
や
っ
と
分
か
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
大
き
な
問
題
の

は
ず
で
す
。
何
故
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

市
長
を
は
じ
め
特
別
職
や
職
員
等
の
給
与

の
引
き
上
げ
な
の
か
ご
答
弁
く
だ
さ
い
。

　
（
市
長
）
ご
み
の
手
数
料
を
上
げ
る
と

い
う
の
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化
、
そ
し
て

将
来
に
控
え
て
い
る
焼
却
場
の
更
新
に
多

額
の
費
用
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
の

で
、
一
定
の
率
で
手
数
料
を
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
趣
旨
で
、
市
の
継
続
性

を
担
保
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

将
来
ど
う
な
っ
て
も
い
い
と
い
う
考
え
で

は
い
け
な
い
で
す
か
ら
、
今
の
世
代
と
し

て
将
来
に
負
担
を
残
さ
ん
よ
う
な
制
度
を

つ
く
る
の
が
、
私
の
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
継
続
性
と
か
を
否
定
し
て
お
る
わ

け
で
は
な
い
で
す
。
た
だ
、
市
民
に
大
き

な
負
担
を
お
願
い
す
る
大
事
な
時
期
に
、

な
ぜ
職
員
等
の
給
料
を
上
げ
な
い
か
ん
の

で
す
か
。
一
回
ぐ
ら
い
見
送
っ
て
も
い
い

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
市
長
は
、
継
続
性
と

か
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
そ
こ
で
は
な
く

職
員
等
の
給
料
値
上
げ
が
、
何
故
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
な
の
か
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　
考
え
方
の
違
い
で
す
。
そ
れ
は
小
栗
さ

ん
の
考
え
方
で
、
私
は
、
多
く
の
市
民
が

お
り
ま
す
し
、
職
員
も
お
り
ま
す
の
で
、

職
員
の
こ
と
も
考
え
な
い
か
ん
、
職
員
に

連
動
し
て
お
る
多
く
の
ほ
か
の
土
岐
市
民

の
働
い
て
み
え
る
方
も
考
え
な
い
か
ん
。

ト
ー
タ
ル
で
考
え
て
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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視　察　報　告

11月16日　滋賀県東近江市
○認定こども園について
土岐市では幼保一体化した「認定こども園」を整備することとなり

ました。そこでこれまでに幼保一体化した施設を６園整備してこられ
た東近江市でその実態を視察させていただきました。移行時には、保
護者への対応、料金の改定、地域への説明、職員の待遇と意識改革な
ど様々な問題が発生しますが、時間をかけても丁寧な説明が必要なこ
と。施設面では屋外でも屋内でも、子どもたちが体を動かせる十分な
スペースを確保することなど、有意義な視察でした。

11月17日　奈良県橿原市
○子ども総合支援センターの取り組みについて
「子ども総合支援センター」を運営され、障がい児、保護者への充
実した訓練、指導に取り組んでいる市です。教育支援課としては、各
種の相談事業を通して、障がいの早期発見をめざし、少しでも早く自
立できる支援を目指していました。療育課としては多くの療法士を活
用して、専門的に自立の支援を実施していました。同時に保護者への
個別相談や保護者グループ会の実施など親への支援も積極的に進めら
れていました。

△東近江市（蒲生幼児園）

△橿原市（子ども総合支援センター）

第１常任委員会

11月16日　大阪府泉佐野市
○小規模特認校制度について
小規模特認校の特認校とは特色ある教育活動を展開している学
校を特認校に指定し、その教育環境の中で子どもを学ばせたい、
学びたいという保護者および児童に対して、一定の条件を付して
通学区域外からの通学を認めるものです。この制度により、生徒
一人一人に合わせた個別対応がとりやすくなり、いろいろな個性
に合わせて指導が可能となります。不登校の児童の対策にも活用
されるなどいろいろな意味で非常に有効かと感じました。

11月17日　大阪府池田市
○「教育のまち池田」の取り組みについて
池田市は小中一貫校を積極的に進めており、９年間継続した

方針で進めることができます。小学校中学校と従来通りのしっ
かりとした区切りがあるわけではありませんので、生徒の年齢
に合わせ余裕をもって指導することができ、非常に有意義であ
ると感じました。土岐市は小中学校が別々の場所に建設されて
います。しかし小中学校の交流を密にするなど、今の体制でも
できることはあると思いますので、できることからまずは進め
ていきたいと感じました。 △池田市

△泉佐野市（大木小学校）

第２常任委員会
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市民の皆様には日頃より議会に対しまして、ご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
年末から年始にかけて暖かい日が続きましたが、１月中旬に入り非常に寒い日が続きました。健康

管理にはくれぐれもご留意されますようお願いいたします。
１月８日の土岐市消防団出初式は快晴の中、土岐川湖畔において、一斉放水された７色の水柱の見

事さには感動をいたしました。
また、12月議会において、ゴミ袋の値上げについて、市民の皆様からいろいろなご意見をいただ

き、議会でも議論をいたしまして、執行部に対して、附帯決議を付け、市民の皆様にきめ細かく値上
げの理由について説明をすることといたしました。
土岐市の最重要課題は、市庁舎の建設に係る財政負担と、免震構造では無く耐震構造の庁舎建設で

あります。また、総合病院の経営問題であります。いつまでも続く赤字経営と一般会計からの11億
円弱の繰入金に対する議論が必要不可欠と思います。
市民に開かれた議会、市民の声を代弁できる議会を目指していきますので、更なるご支援・ご協力

をよろしくお願いいたします。� （文責：後藤　久男）

広報広聴特別委員会

委　員　長：水野　哲男　　副委員長：北谷　峰二
委　　員：西尾　隆久　　髙井由美子　　加藤　淳一　　後藤　久男　　山田　正和
　　　　　鈴木　正義　　和田　悦子　　小関　篤司

日 月 火 水 木 金 土
2/20 21 22 23 24 25

本会議
（議案提案説明）

26 27 28 3/1 2 	3 4
本会議

（質疑・委員会付託
一般質問）

本会議
(一般質問 )

5 	6 	7 	8 	9 10 11

本会議
(一般質問 ) 第２常任委員会 第１常任委員会

12 13 14 15 16 17 18

第１常任委員会

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31
本会議

（委員長報告・質疑・
討論・採決）

次回３月定例会（予定）� ※午前９時開会予定。（変更の場合あり)

土岐市議会事務局
☎０５７２－５４－１１１１
内線：３５０・３５１・３５２

土岐市議会に関
するご意見・ご
要望などありま
したら、お聞か
せください。

市議会では、市民の皆さまの生活に密着した重要な問題が審議されています。
市役所の傍聴席入り口の受付で住所・氏名・年齢を記入するだけで、どなた
でも傍聴できます。
市政を知っていただくためにも、お気軽にお出かけください。

あなたも傍聴してみませんか


